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太陽系惑星間での微生物・有機物の生存圏
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地球上の生命起源に関しては、地球起源説と地球外起源説がある。通常、前者が多くの支持を得
ているが、後者（パンスペルミア説）の可能性は否定できない。また、前者を考える場合も、原
始地球環境を考えると、地球外から持ち込まれた有機物の重要性が議論されている。これは化学
パンスペルミアと呼ぶことができる。隕石や彗星中の有機物の分析が進んでいるが、地球への有
機物の搬入を考える上では、惑星間塵の寄与が最大と推定されている。しかし、惑星間塵中の有
機物の特性化は十分に進んでいない。
惑星間塵中の有機物は、直接、太陽紫外線や宇宙線，太陽フレア粒子などにさらされる。また、
微生物の惑星間移動の可能性を考える上では、微生物の宇宙での生存可能性の検証が必要であ
る。われわれは、これらの過程で惑星間塵中の有機物や微生物の耐性を調べ、パンスペルミアや
化学パンスペルミアの可能性を検証している。具体的には、隕石や彗星中に存在すると想定され
る有機物、および地球から脱出した微生物に、宇宙線を模した高エネルギー重粒子線や、種々の
波長の紫外線を照射し、アミノ酸等の生体有機物の安定性や、複雑有機物の変成、微生物の生存
率や変異を評価した。
 D. radiodurans等の放射線耐性菌や，胞子を形成する微生物は粒子線や紫外線に対して強い耐
性を示した。また，星間環境を模して作成した模擬星間有機物は，加水分解によりアミノ酸を生
じるが，このような複雑態の「アミノ酸前駆体」は遊離のアミノ酸よりも強い放射線耐性を示し
た。
 地球の場合，約40億年前にパンスペルミアもしくは化学パンスペルミアが起きたと考えられ
る。その場合，惑星間塵がどの程度の太陽紫外線や銀河宇宙線・太陽フレア粒子・太陽風の照射
を受けたかが問題となる。これらの評価を行う上で，過去の太陽活動に関する情報が必要とな
る。このような研究においては，化学や微生物の研究者と太陽研究者との協力が不可欠である。
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